
 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

給食だより 
令和３年度 

１０月号 
令和 3 年 9 月 30 日 

西東京市立碧山小学校 

栄養士   上田 東紗 

家庭数 

～１０月の献立から～ 

１２日 がんづき 

 岩手県や宮城県など東北地方の郷土料理です。黒糖の風味がある蒸しパンのよう

な料理でふっくら膨らませるため、酢を使っているところがこの料理の特徴です。丸

い生地に黒ゴマをちらした様子が、満月を背に雁が飛んでいるようだということから

この名前が付きました。 

 

１８日 十三夜 いが栗揚げ 

 旧暦 8月 15日を十五夜、旧暦9月13日を十三夜とよび、日本ではこの日にお月見を

する風習があります。十五夜と十三夜の両方を楽しむのが正しいお月見で、どちらかしか

見ないのは「片見月」と呼ばれ、よくないこととされたそうです。十三夜の別名は「栗名

月」のため、この日の給食では栗の甘露煮を入れたまん丸のスイートポテトに短く折った

そうめんをまぶして揚げた「いが栗揚げ」を作ります。 

 

１９日 かてめし ゼリーフライ 

 かてめしは、埼玉県の郷土料理で、お米に野菜や海藻などの食材を混ぜて炊いた混ぜご

飯のことです。かてめしの「かて」には、混ぜるという意味があり、お米が貴重だった時

代に、お米に色々な材料を混ぜて炊いたのが始まりとされています。 

ゼリーフライは、埼玉県行田市で昔庶民のおやつとして食べられていそうです。見た目

は、衣のついていないコロッケのようなものです。じゃが芋に野菜やおからを入れて揚げ、

ソースをかけて食べます。名前の由来は、小判型であることから「銭フライ」と言われて

いたものが、銭がなまって「ゼリーフライ」になったと言われています。 

 

２９日 かぼちゃのパイ風 

31 日のハロウィンにちなんでかぼちゃを使ったデザートを作ります。蒸したかぼちゃ

をつぶしてバターや砂糖を入れ、餃子の皮で包んで揚げます。 

【今月の地場農家・産地直送作物】 

高田農園さんより：しいたけ  都築勲さんより：キャベツ 

都築栄さんより：キャベツ・大根・ブロッコリー 

加藤ファームさんより：冷凍ブルーベリー 

結いの里（新潟県）より：じゃが芋・さつま芋・かぼちゃ・米 

  が届く予定です。 

 

西東京市 
農産物キャラクター 
めぐみちゃん 

  


